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活をあとづけ， I満洲国」 期 (以下IJ を取る ) に建設さ れた経済施設が戦後の 中国へ継承 ・
非継承された過程を具体的に探ること，それが本稿の目的であるO




東軍("-'1945年8 月15 日 ) ， ② ソ連軍 (1945年8 月21 日 "-' )， ③八路軍(1946年2 月 "-' ) ，④国
府軍(1946年 4月 2日"-')，⑤八路軍(1946年 5月 25日"-')，⑥国府軍 ( 1946年 6月 3日"-') ,
⑦八路軍 (1 948年 2月 19日"-')，⑧国府軍(1948年10月 6日"-')，⑨八路軍(1948年10月 31日"-')








数収録されている (238-309ペ ー ジ ) 。 こ の内戦は1948年9-11月 の遼海戦役に よ っ て決着がつ
けられた。この戦役の全体的な経緯については，中国人民政治協商会議全国委員会文史資料研
究委員会遼藩戦役親歴記編審組編 [1985Jに詳しし、。
鞍山周辺でも 1948年 7月 10日から 10月 6日までの聞に，八路軍と国府軍は3回の大樹莫なシー
ソ一戦を繰り返した (11948年 7月 10日到10月 6日，敵我進行三次比較大的“投鋸戦" J 中共
鞍山市委統戦部 [n o d.J 490 ペ ー ジ ) 。 満洲製鉄鉄友会編[1957J に は ， 1聞 く 処 に よ れば八路
軍によって占領された鞍山は，同年 (1948年，松本)の五月頃には一応中央軍によって奪還さ
れたということである J (90 ペ ー ジ) と の記述 も あ る 。 国府軍は こ の1948 年夏か ら秋 にか け て
の最後の激戦時に鞍山鋼鉄公司の再建を期して悼尾の取り組みを行った。同軍は 10月 6日に鞍
山の占領に成功すると， 10 月9 日 に は鞍山鋼鉄公司臨時保管委員会を設置 し た (鞍山市人民政
府地方志塀公室編[1 993J 794 ペ ー ジ) 。 こ の委員会の設置 は1946 年4 月 初， 1946 年6 月初 に続




31 日 に は鞍山を奪取 し て， 1市党政機関重返鞍山J (鞍山市人民政府地方志塀公室編[1 993J 317 ,
794ペ ー ジ ) と な っ たか ら であ る O 中共鞍山市委統戦部 [n o d .J は こ の点 に つ い て 「直至1948
年10月 30日鞍山最后解放J (490ペ ー ジ ， 下線は松本) と 記 し て い る O 二つ の記述に は一 日 の ズ






解放を宣言した 1948年2月 19日と記述している。 2)
I ソ 連軍占領期 (第②期)
ソ連軍が中国東北に残されていた日本企業の経済施設を大量に撤去した事実については，知
られているOしかし，個別の事業所の設備撤去の実態については，これまでほとんど明らかに




ソ連軍の鞍山進駐は， 8 月21 日 の イ ヴ ァ ノ フ少佐他20名の飛来に始ま っ た (松本 [1996J)03)
8 月25 日 に は彼 ら の満洲製鉄に対す る立ち入 り 検査が開始さ れた。 鞍山航空隊の指揮官兼守備
隊指揮官兼軍事司令官ヴィジレコフ中佐は，工場の保存状態の良さに満足の意を示すとともに，
操業の再開を希望した ( 8 月 28日)。その後もソ連軍の技術将校，経理将校が製鉄本社を訪れて
現場検証を繰り返したが， 9 月6 日 に来鞍 し た製鉄専門家メ ロ ニ ン コ ー少佐， チ ェ ル ニ シ ョ フ
大尉他の一行は， I鞍山製鉄所は こ の憧 ソ連軍の管理下で作業を続行す る 」 と 宣言 し た (満洲
製鉄鉄友会編[1957J 59, 281 ペ ー ジ)0 9 月 11 日 に新た に鞍山守備隊長に任命さ れ た コ ズ ロ フ
中尉にいたっては，満洲製鉄に対して生産の増強を急かしていた。
しかし，こうしたソ連軍の工場再建の方針は，やがて大きく転換した。 9 月 18日にボルコフ
大佐の率いるソ連軍が鞍山に入城すると， 9 月 20 日 に は守備隊長 コ ズ ロ フ 中尉な ら び に ド ブ ロ
フォルスキー大佐が，岸本綾夫満洲製鉄理事長(陸軍大将)に対して新たな指令を伝えたので
ある。指令は鞍山の製鉄所施設の 3分の 2を11月 25日までに撤去してソ連に運び出すという内




備を取り去るというものであった(満蒙同胞援護会 [1962J 191 ペ ー ジ ) 。 こ の原則 に し た がえ

































































注記 3 .採鉱所を担当した作業班の班長= I係長」 は， 工程会議に は参加 してい なか っ た (多田徳治の松本宛1 996年 9 月
5 日付私信， 和田喜太郎の松本宛1996年9 月20 日付私信) 。
注記 4 .撤去作業局の本部は本館事務所に設置された(和図書太郎 [1993 J 4 ペ ー ジ ， 多国の松本宛1996年9 月5 日 付私




資料.岩崎茂「撤去作業局J (n.d. , a) ， 岩崎茂 [1982 J 44ペ ー ジ ， 岩崎茂の松本宛私信 (1996年9 月18 日 付 ) ，牟田正
孝の岩崎茂宛葉書(1980年 3月 13日付，同14日付)，古賀精華[1979J 30-31 ペ ー ジ ， 古賀精華の松本宛私信 (1996
年，和田嘉太郎 [1993J 4ペ ー ジ ， 岩崎茂 ・ 松本勇 [1988J 75ペ ー ジ以下， 和田書太郎の松本宛私信(1996年8 月
15 日 ， 9 月9 日 ， 同20 日付) ， 多田徳次の松本宛私信 (1996年9 月5 日付) ， 政川友治の松本宛私信(1996年9 月10
日付)，原一貞の松本宛私信(1996年 9月 25日付)，満洲製鉄鉄友会編[197 1] 44-53ペ ー ジ ， 鞍山鋼鉄公司[1949?J







の達成に追われてきわめて乱暴に進められていたのである(古賀[1979 J 32 ペ ー ジ ， 原一貞






能工や鳶職人，解体用の機材の配布がとりわけ難航した(古賀[1979J 31, 35ペ ー ジ) 。
作業局の下には主要工場ごとに撤去作業班が組織され，キャップのソ連軍将校と副官に対応
して日本側からも課長級の作業班長 (I係長」と呼ばれた，阿部口983 J 99 ペ ー ジ ) 1 名 と ，
主任=係長級( ?)の補佐役 1名が選任された。作業班は 12隊(和田嘉太郎の松本宛私信，
1996年8 月15 日付) ， 約20隊 (中村 ・ 沖原 ・ 山田[1946J 15ペ ー ジ ) あ る い は30隊 (原一貞の





担っていた原一貞(同技術課長)は， 1 週間や10 日 ほ どで作業が終わ っ て し ま う 現場 も多々 あ っ
たから，作業班はしばしば再編され，作業局の構成は流動的であったと松本に語った (1 996年
9 月19 日談) 。 和田毒太郎 (動力部電気課長) は 「作業局構成表」 を 「 オ ー バ ー に書かれて い
る」と指摘した(松本宛1996年 9月9日付私信， 1996年9 月26 日 談) 0 1作業組織は シ ン プルで
















場に運ばれ」た(今野昭の 1996年 8 月 19日付松本宛私信)。満洲製鉄鞍山本社総務部庶務課長
安田一郎が書き残した日記によれば， 10月4 日 に は社員の勤務時間が延長さ れ， 10月7 日 か ら
は「撤去作業に市民を動員す」ることが始まった(松本 [1996 eJページ)。
元工作部事務課長牟田正孝の回顧では， 1 日 の動員数は製鋼所社員 (事務員， 現業員) 1 万
人，部隊関係者(陸軍航空隊，轄重隊等) 6 千人， 市中青少年 (青少年義勇隊， 鞍山中学生等)
4 千人， 総計2 万人であ っ た と い う (岩崎茂[n.d.aJ ， 岩崎茂 [1982J 44 ペ ー ジ ) 。 撤去作業
は 9 月 21日から 11 月 9日まで50日間続いたから，牟田の記憶する人数は満洲製鉄鉄友会編
[1971J に記載さ れた動員実績47万3 千人と対応 し な ~ ) (前者が大きい)。作業局の動員担当ス
タッフ(第 1表参照)であった牟田正孝の証言には重みがあるが，牟田からの取材を行った岩
崎茂の推測では，牟田の掲げた動員数は最多動員日の実績を指している可能性が高いという
(1996年7 月23 日 の松本の聞 き取 り ) 。 岩崎は元勤労部第一勤労課の輔導班員を務め， 撤去作業
中は「動員係」としてルッペ工場の労務を担当していた(1996年 8 月 14日受取の松本宛私信)。
岩崎の牟田証言に対するコメントも当事者ならではの感触によって支えられたものであるO
動員された日本人は 1級鳶， 2 級鳶， 一般工に区分さ れ， そ れぞれ30円 ， 20 円 ， 10 円 の 日給
が支給された(米津 [1995J 52ペ ー ジ ) 。 動員 さ れた人員は作業量に見合わなか っ たが ， I特 に






映っていた(多国徳次の松本宛 96年 9 月5日付私信)。作業のノルマはきつく，消化スケジュー
ルの管理は厳格であった。自宅に戻って休息をとることができたのは，本部のスタッフも撤去













れば，ボイラー班では昼勤800人，夜勤400人，合計1， 200人の2 交替制で， 朝夕7時を区切 り と












(岩崎茂・松本勇[1988J 17-18ペ ー ジ ) 。
他方，発電設備を担当した和田毒太郎は，早朝 7時からの1交替制であったと回顧している
(1996年8 月15 日付松本宛私信) 。 ま た骸炭工場長であ っ た小池元二の回想や， 中村巌 (元満洲
製鉄総務部長)，沖原光彦(元鞍山本社資源部原料課長)，山田敏郎(元製鋼部事務課長)の 3
名が1946年の時点で作成した生々しい現場報告によれば，作業現場では早朝6時から午後 6時
まで毎日 12時間の労働が科せられた(藤原貢 [1980J 1 ペ ー ジ ， 中村 ・ 沖原 ・ 山 田 口946J 15
ページ)。
中村・沖原・山田の 3名は，満洲製鉄の社命によって 1945年 8月 31日に混乱をきわめていた
奉天，新京に潜入し，いったん鞍山へ戻った後 ( 9月 6日)， 11 月30 日 に再び同社幹部の督励





朝6時から夕 6時までの 12時間労働であった(米津[1995J 51 ペ ー ジ ) 。 立山機材倉庫の撤去
作業に従事した満洲製鉄厚生部厚生課員柳井肇は，持ち帰った日記(手帳)の中に「朝四時起
床，五時の電車にて立山迄，夕方四時半頃落日，六時退場，六時半すぎの電車にて着寮七時す
ぎなり」と記していた(国華寮寮友会誌編さん委員会[1988J 67ペ ー ジ) 。
鞍山では撤去作業が進行していた1945年 9 月 30日に，標準時間が日本のそれから中国のそれ
へと切り替えられた(松本 [1996J 161 ペ ー ジ ) 。 上記の諸資料の聞に見 ら れ る交替時間の1 時
間のズレは，このことを反映していたのかもしれない。 7)
ともあれ，こうした一連の資料からは，撤去作業への着手に遅れスケジュールの消化に追わ
れていた汽纏工場のボイラー班(古賀 [1979J 32-37ペ ー ジ ) の よ う な場合に は2 交替制が と
られ，当初の遅れを取り戻し，予定を上回るスピードで作業を消化していた発電設備の撤去班
(和田 [1993J 4ペ ー ジ ) の よ う な場合に は ， 1 交替制が と ら れてい た こ と が判明す る O
作業員に対する時間的な拘束は長かったo 12時間の労働時間以外に も待機時間 (定刻前の出
勤が義務づけられていた)や通勤時間(動員された市民，学生，軍人たちの居住区域は広範囲
で，中には連日，遠方からの行軍を強いられた者もあった)が大きな負担となっていたからで




(1996年 8 月 19 日付松本宛私信， 下線は松本) と 回顧 し て い る 。 し か し ， こ う し た軽作業 は例
外で，重量構造物の解体と運搬には負荷と危険がともなったO鞍山中学3年生の田川武司は，
慣れない作業の最中に「貨車に足を蝶かれた大事故J (今野昭[1995bJ219 ペ ー ジ ) に巻 き 込
まれた。疲労や負傷，栄養失調が重なる中で欠勤者や遅刻者が増大した Oノルマを達成できな
い日が続いてくると，作業局は新たに「動員係」を設置して人員の確保に奔走した(岩崎茂
[1982J43, 46ペ ー ジ ， 岩崎の96年8 月14 日付の私信) 。 作業員が不足 し て 「 日本軍が ト ラ ッ ク
で市中を回り，若者が歩いていると有無を云わせず引張て来て働かせJ (米津朝美[1995 J 51
ページ)たこともあったという。
(3) 工程会議と作業管理
和田嘉太郎は， r毎夜八時頃か ら二時間位， 本事務所で工程会議があ っ て ， そ の 日 の遂行状
況を報告し，不足すると翌日にその分を加算しての厳格な撤去命令には参った」と記している
(和田 [1993J 4 ペー ジ) 。 汽纏工場ボ イ ラ ー施設の撤去を担当 し た古賀精華の場合は ， 日 程の
遅れもあって，工程会議の後も担当ソ連軍士官と協議を行い，現場の見回りを励行した(古賀




わり， 40名 ほ どか ら な っ て い た と い う (和田 の1996年8 月15 日付， 同9 月9 日付松本宛私信) 。
「会議は異常な雰囲気の中ですざまじい異常な状況のもとで進行J (原-貞の松本宛1996年 9 月
25 日付私信) し た と い う 。 会議の席で は 「ス コ イ カ ・ ト ン (何 ト ン ) ?J の点検が行われ， ノ
ルマの達成が報告された場合には「オーチン・ハラショ(大変けっこう) !J が宣せ ら れた
(古賀精華口979J 34ペ ー ジ) 。 し か し ， ノ ルマが達成さ れなか っ た場合に は ロ シ ア語の怒声が
浴びせられ，特に進展が滞った部署では「係長」が交替させられたり(和田[1993J 4 ペ ー ジ ，




もともと「撤去機器の重量は毎日平均したものでないJ (和田 [1993J 4 ペ ー ジ ) 。 骸炭工場
の撤去にあたった小池元二は「例えば廃気弁(排気弁)の様な物を撤去した日は重量が増える
が，機械類の撤去の日には重量がノルマに達しない，それでノルマを大きく越えた日はストッ
クしておき，ノルマに達しない日に備えたJ (藤原口980J 1 ペ ー ジ ) と い う 。
予定期日内に作業を完了した工場に対しては特別にボーナスが支給されることもあった(中
村・沖原・山田 [1946J 15 ペ ー ジ ) 0 10月30 日 に撤去作業が完了 し たル ッ ペ工場で は ， ソ 連軍






て和田を車で家族のもとに面会に連れていき，和田の心に感動を残した(和田[1994 J 8 ペ ー
















者も居たことを知った」と締めくくられている(古賀 [1979J 36-7ペ ー ジ ) 。
小池元二の記憶に残るソ連軍将校たちの印象も同様であった。小、池は帰国後， r ソ 連の将校
も工場では相当厳しかったが，一日の撤去が終わって本館に集り各工場別に本日の撤去量を報




房調査室監修 [1 956 aJ の中に累計13万9 千人が動員さ れた と記述さ れて い る 。 し か し ， 中国
人が動員されたということを他資料から確認することはできなかった。和田書太郎は「中国人
は誰が指揮したのか一人も姿を見せなかったJ (和田[1993J 4 ペ ー ジ ) と 回想 し て い る 。 和
田のもとで補佐役として火力発電所の設備撤去に従事した阿部邦雄も， r撤去， 搬出作業 は ，
私ども元製鉄所所員が主力となり，これに鞍山近傍に残留していた日本兵の労力が充てられ中
国人は従事しなかった」と記している(阿部 [1983J 99-100 ペ ー ジ ) 。 古賀精華は私信の中で
「中国人は撤去作業には働いて無かったように思います。戦勝国民が日本人の部下とは考えら
れない。敗戦国民の日本人で編成された事務系社員，軍人，町人等が作業員でした」と当時を




たとされ，中国人については記述がなし刈岩崎・松本 [1988J 48, 77 ペ ー ジ ) 。 牟田正孝の回
想でも，中国人の動員については触れられていなし) (岩崎 [n od.aJ) 。 汽雄工場ボ イ ラ ー班の



















(5) 撤去の 「実績」 と 目的
ソ連軍の製鉄所対策には，混乱が見られた。ソ連軍が製鉄所を管理するのか，あるいはこれ
を八路軍に移管するのかという点で方針に動揺があったからである。撤去作業が進展していた
1945年9-11月 の段階で， ソ連軍は国民党中央が派遣 し た東北行営経済委員会 9) と の 間で中 ソ







梱包，積込等に何等の順序取りまとめの指示がなかったJ (和田[1996J 2 ペ ー ジ) の で あ る 。
和田にとってそれは当時，すこぶる不思議なことであった(和田[1994 J 8 ペ ー ジ ， 1996年9
月 26 日談) 。
阿部邦雄によれば発電所では「解体が進むに連れてたちまち置き場が塞がり，一号機のパー
ツを三号機の空いている場所に置いたり，またその逆に置くことになるなど，現場は混乱を極
めたJo I ご っ ち ゃ に置かれたパー ツ は， ユ ニ ッ ト の番号づけ も ， 途中か ら はい い加減な も の」






部[1983J 100-101 ペ ー ジ ) と い う 。
日々のノルマを消化するために，諸設備はしだいに乱雑に運び出されるようになった。安部
邦雄はある日，積み残しのパーツを見回りのソ連兵から隠すために，焚き火を起こして燃やし






[1979J 36 ペ ー ジ ) と記 し てい る 。 こ の d点につ いて岩崎茂は， I人手不足で私 も選鉱場の山 (50
m位か) か ら電動器を平地にお ろす作業中， 貨車積み さ れた機械が北方へ (大連方面ではない)





備については改造して使用されていたかもしれないとしながらも ( 1996年 9 月 25日付私信) ,
「ソ連軍は図面も持たずに設備を持ち出していった。クレーンや大きな設備は，切断し，引き
倒される等して乱暴に運び出されたものが多かった。そのようにして撤去された機械類が，再









た(満蒙同胞援護会[1962J 238ペ ー ジ ) 0 11月9 日 ， 共産党の李 (李躍杢 ? )政治委員と叢振
東市長 10)に率いられてパンダレンコ中佐が鞍山本社を訪れ，グザロフ大佐の後任としてパン
ダレンコ中佐が製鉄所管理の指揮を取り，会社は八路軍の兵士300名によって監視される旨を
通告した。 12月 5日(l日? )にはクリビン少佐が，工場を清掃し，残された諸設備を正常な
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状態に戻しておくよう命令した(松本 [1995 eJ 225ペ ー ジ ， 松本[1996J 163ペ ー ジ) 。
12月12 日(2 日 ? )にはソヴィエト軍衛成司令官ミハエルが，陳祖費(劉芝)市長，再澄
(再周明)製鉄所復興顧問，李政治委員らを集めて製鉄所復興会議を聞き，操業の再開に向け
て動き出した(満蒙同胞援護会口962J 238-9 ペ ー ジ ， 松本[1996J 166 ペ ー ジ ) 0 12 月15 日 ，
共産党市政府は工場を合法的に受け取ったと宣言し，市政府の役人を毎日工場に派遣するよう
になった(松本 [1995 eJ )。しかし，ソ連軍は 19日にこの中ソ相乗りの復興会議の席で，①新
会社がソ連の管理下にはいること，②社名は暫定的に鞍山製鋼所と呼称されること，③高澄が
理事長に就任することを合意させた(満洲製鉄鉄友会編 [1957J 75 ペ ー ジ ， 満蒙同胞援護会

















対する付け火も続発した(11月 18日， 23 日 ) 。 倉庫の備蓄物は11 月29 日 ま で に あ ら か た消失 し
た。国府軍の接近もあってソ連軍と八路軍のいずれもが現金，物資の供出命令に拍車を掛け，
周辺では国府軍への呼応をはかつて日本軍の一部が七嶺子事件(11月 28日 --- 12月 8日)を起こ
した。鞍山も満洲製鉄鞍山本社も混乱はかつてないものとなった(松本[1995 eJ 223-5 ペ ー
ジ，松本[1996J 164-166 ペ ー ジ ) 。
経営責任の所在をめぐるソ連軍と八路軍の間の確執は，年が明けてからも繰り返された。





239ペ ー ジ) 。 瀬尾喜代三に よれば， ソ連軍は1 月30 日 に会社の市政府への引 き渡 し を取 り 消 し
た(松本 [1995eJ228-9 ペー ジ) 。 ソ 連軍は こ の時点で八路軍に対 し て工場地区か ら の撤退を
も要求した(松本 [1996J 167ペ ー ジ ， 満蒙同胞援護会[1962J 239ペ ー ジ ) 0 2 月5 日 ， ソ 連軍
技術将校ガルコピッチが会社社長に，トルコフが副社長に指名され(同上， 884 ペ ー ジ ) ，翌 6




















2 月 後半か ら再び大 き く 変化 し た。 ①国民党を無視 し て締結 さ れて い た ヤ ル タ 密約の公表(2
月 11日)，②中ソの在満日本資産に関する交渉を牽制し，門戸開放政策を要求した米国国務省
見解の公表 ( 2月 12日)，③国民党撫順炭鉱接収団への襲撃 (I張辛夫事件J， 1 月16 日 ) に抗議
する重慶東北同郷会の反ソ・デモの発生 (2月 16日)などによって国民党がソ連との対立姿勢
を鮮明にし，中ソの交渉が事実上の決裂状態をむかえることになったからである(香島 [1990J




3 月8 日(4 日 ? )，ソ連軍は会社から撤退し，八路軍による警護組織が再編された(松本





防衛本部長 ( 3月 20日，その後銃殺)，天野堅次郎厚生部長 (3月 29日) ，阿部常就勤労部長，
古江茂橘理事 (3月 31日)など事務系の幹部を中心に連行される者が続出した。電気や電話が
不通となり，治安が急速に悪化する中で，製鉄所員も特別守備隊(独身従業員 100名と特別服
務部員 40名)を組織するなどして必死の生活防衛にあたることになった(松本 [1995 eJ， 169,
230ペ ー ジ ) 。
元南満洲化成社員で1946年 7 - 8月に鞍山から引き揚げた米津朝美の記憶(記録)によれば，
八路軍は撤退直前の 3月 30 - 31日に入場料10円を徴収して，一般人(中国人，日本人)が製鉄
所から物品を持ち出すことを容認した(米津 [1995J 85ペ ー ジ) 。 ポ ー レ ー 調査団の報告書に
ある， 1946年3 月 時点での中国人の工場施設への乱入 と ソ連軍に よ る そ の記録撮影と い う 記述
は，この時の事態を指したものと思われるO冬の寒さの中で可燃物の持ち出しも盛んに行われ
た(松本 [1995 bJ 220ペ ー ジ ) 。 も っ と も製鉄所か ら の一般人に よ る物品の持 ち 出 し は ， そ れ
以前から頻繁に行われていた。これも米津朝美によれば，施設の撤去作業が終了するとソ連軍，
八路軍の規制が緩められ，一般中国人による工場施設からの持ち出しが目立ち始めた。米沢は，
撤去作業の終了後は(11月中旬かに松本) I夜に成る と八路や満人が遣 っ て き て ベ ル ト を何
百米も持ち去る，ロスケは取る物を取ったので最早工場の警備等はしないJ (米沢朝美 [1 995J
55ペ ー ジ ) と 当時を振 り 返 っ て い る 。
日本人(製鉄所員とは限らなしリも製鉄所内のベルト，ベアリングなどを取り外し，これら
を換金して生活費の足しにした。「私達も出勤してはベルトを小さく切って持ち出し 1 枚 5円
位に売って小遣い稼ぎをした。時には 1日 3回持ち出し 200円位になったこともある，一方給
料は毎日出勤しても月に90円しかくれないJ (米沢 [1995J 55ペ ー ジ ) と い っ た状況が生 ま れ
ていた。ベルトは靴裏に，ベアリングは洋車や馬車の車軸に需要があった。製鉄所の給金は
1946年1 月 を最後に支給が途絶えたか ら ， こ う し た持ち出 し は急増 し た。 工場内で は物品が大
量に消失し， 1946年に な っ てか ら は八路軍が 日本人の工場への出入 り に際 し て厳 し く 服装検査
を行うようになった。このため工場正門には八路軍によって取り上げられたベアリングが山積






たJ (米沢 [1995J 55ペ ー ジ ) と い う 。 第③期は戦乱と生活苦の中であ ら ゆ る 勢力が撤去作業
の後に残されていた製鉄所の備品類を持ち出した時期であった。
H 国府軍占領期 (第④期， 第⑥期)
混乱は国民党の鞍山奪還によって一応の終息を見た。国府軍は1946年 3月 29日(満蒙同胞援
護会 [1962J 921 ペ ー ジ ) ， 4 月1 日 (同上書， 499ペ ー ジ ) あ る い は同月2 日 (瀬尾 メ モ ， 鞍
山市人民政府地方志塀公室編 [1989 aJ 16ペ ー ジ ， 鞍山市人民政府地方志塀公室編 [1993J 793
ページ)に鞍山に入城した。村瀬富美子 [1978Jによれば，中央軍は 4月 2日に「鉄東(日本
人街)に入って来た J (93 ペ ー ジ ) 。
鞍山を占領した国府軍は， 1946 年4 月 初旬に経済部東北特派員塀公処 (東特処) を諸陽に設
立し， 4 月15 日 に はそ の分所と し て東特処鞍山耕事処を設置 し た。 国民党政府経済部 (東特処
鞍山耕公処)による満洲製鉄鞍山本社(昭和製鋼所)の接収は， 4 月 16 日 に行わ れ た (松本




鞍山に送り込み(第1次派遣)， 7-8 月 に は部逸周 (総経理) ， 部樹梁 (協理) らがこれに加わ っ
た(第 2次派遣，王之璽「憶鞍鋼生産的恢復J (武主編[1986 J 414-5 ペ ー ジ ) ，資源委員会
日947aJ 19 ペ ー ジ ) 。 資源委員会に よ る製鉄所の再興はそ の後， 八路軍に よ る鞍山の一時的な
再占領によって中断したが (5月 25日 "-' 6月 3日，第⑤期)， 6 月 中旬か ら本格化 し ， 10 月1 日
には鞍山鋼鉄有限公司の設立をみるにいたった(付表 2 I鞍山鋼鉄公司組織系統 (暫定) 及び
主要人員表 J，及び松本 [1995aJ220-2 ペ ー ジ ) 。
日本人技術者に対する対応方針も早急に決められた。国府軍(東北行鞍)は1946年春に東北
の主要地を奪還すると， I東北行鞍経済委員曾留用 日籍技術員工管理慮及所属溶陽市銭西耕事
慮豊長春分慮組織規定案jl2)を作成して，日本人技術者の留用に取り組み始めた ( 4月 5日，






援護会編口962J 296, 670ペ ー ジ ) ， 同年7 月1 日 に， こ の総処総務科内 に上記の技管に対応
する留用班(班長船越衛夫)を設置して，留用技術者の選別に着手した(満蒙同胞援護会編
[1962J696 ペ ー ジ) 。
1946 年5 月 の国民政府軍令部の会議では工業の再興に よ っ て失業者の救済をはか る こ と の重
要性が強調され，中国人技術者の不足を補うために日本人技術者を留用することが提起され
た。 13)鞍山の現場では「中央軍が市内に入るや直ちに製鉄所の復興作業の開始される旨を声明
し，日本人技術者の残留を希望する旨を発表した J (満洲製鉄鉄友会編 [1957 J 78 ペ ー ジ ) 。 し
かし，この呼びかけに応募した日本人技術者は少なかった。態度を硬化させた国府軍は「昭和
20 年8 月15 日 当時の各部長は責任を以て担当現場を復興す る に十分間に合 う 留用者を人選 し て
其等の名簿を提出すべし」との「厳重にして威圧的な通達を出し期限付きで残留希望者の人名
簿の提出をせまった J (満洲製鉄鉄友会編[1 957J 79 ペ ー ジ ) 。
この間の圧力は党，軍，市公署という 3つのルートから持ち込まれ，日本側を困惑させた。
満洲製鉄は鞍山日本人技術員連盟を編成して窓口を一本化し，これに対応した。連盟の事務長
には満洲製鉄鞍山本社厚生部厚生課長塩博が就任した(岩崎茂 [n o d.bJ) 。 連盟 は瀬尾喜代三
(理事兼作業局長)を団長とする留用者約1， 60 名を選任 し ， 家族合計約6 ，50 名の残留が固ま っ
た。 14)残留者の主力は製鉄所の技術者だったが，周辺の関連会社からも若干の技術者がこれに
加わった。鞍山鋼材からは 30名数名が留用された(鞍山鋼会[1 979J 14 ペ ー ジ ) 。 ま た留用者
の生活環境を確保するために医師，看護婦，留用者子弟の教育係(中学校課程までの教師)も












木 [1976J 160 ペ ー ジ ) 。




第 2 表 鞍山鋼鉄有限公司の技術人員一覧
1946年4月16 日 ~1O月1 日
Jオ 日本人 中国人 メ仁泊1、 計人数対全体%日本人内% 人数 対全体% 中国人内% 人数 日中%合計 職種%
技術人員 502 80.3 32.1 123 19.7 2.5 625 100.0 9.6
管理人員 130 21.2 8.3 483 78.8 9.7 613 100.0 9.4
技術工 869 17.7 55.6 4041 82.3 81.6 4910 100.0 75.4
普通工 61 16.6 3.9 307 83.4 6.2 368 100.0 5.6
計 1562 24.0 100.0 4954 76.0 100.0 6516 100.0 100.0
資料.資源委員会口 947 bJ.
第 3 表 満洲製鉄本社支社人員表
1945 年8 月現在
Jf? 日本人 中国人 合計社員 入隊応召者 計 社員 社員外常傭及鉱夫 計
鞍 山 本 社 14,809 5,359 20.168 32,900 49,900 82,800 102,968
本渓湖支社 4 ,836 1,490 6,326 800 50,700 51,500 57,826
東辺道支社 2,251 750 3,001 500 26,700 27,200 30,201
金州工場(重機) 661 左に含む 661 不明 。 661
安東支局(軽金属) 616 左に含む 616 。 616
南 満 化 成 180 180 。 180
事務所・出張所 520 本社に含む 520 。 520
製 鉄 Aて主子4 院 600 600 。 600
看護婦養成所 160 160 。 160
計 24,633 7,599 32 ,232 34 ,200 127,300 161,500 193,732
注記1.本渓湖支社の入隊者応召者2， 490人は1， 490人へ訂正。
注記 2 .事務所・出張所520人には東京事務所200人を含む。
資料.満洲製鉄鉄友会編口971 J 67ペ ー ジ。
たかが判明する。日本人の残留者は，技術人員502名 (32 . 1 %)，技術工869名 (55 . 6 % ) ，普通
工61名 (3 . 9%)からなっていた。技術系それも高級職種の割合が高く，他に事務系の管理人
員130名 (8 . 3%)が含まれていた。技術人員だけをとって見れば，日本人が占める割合は80 . 3
%に達していた。「終戦前日本管理時代には中国人従業員は殆んど工員に限られ，技術者，と
くに幹部技術者と称し得べきものは 1人もいなかったJ (内閣総理大臣官房調査室監修 [1956 a]
178-9 ペ ー ジ) と い われてい る O そ う し た実態を反映 し て工場再建に際 し て も技術者の構成は，
日本人に大きく偏ることになっていたのである。





年度 日本人 中国人 A仁1 計
1934 4,603 17.4 21,883 82.6 26,486 100.0
1935 7.308 17.4 35,428 82.6 42,736 100.0
1936 10,574 15.3 58,430 84.7 69,004 100.0
1937 12,619 17.7 58,770 82.3 71,389 100.0
1938 11, 437 19.2 48,057 80.8 59,494 100.0
1939 12,619 17.7 58,776 82.3 71,395 100.0
1940 11, 437 19.2 48,057 80.8 59,494 100.0
1941 12,632 18.2 56,786 81.8 69,418 100.0
1942 つ ワ つ 唱100 . 0ハ
1943 つ つ つ 100.0
1944 つ つ つ 100.0
1945 16,000 19.8 65.000 80.2 81,000 100.0
1946 1,600 11.6 12,200 88.4 13,800 100.0
1947 300 2.5 11, 700 97.5 12,000 100.0
1948 100 1.0 10,000 99.0 10,100 100.0
1949 。 。 21,075 100.0 21,075 100.0
注記1.日本人の人数には技術者が含まれている。
注記 2 . 1945 年の人数は満洲製鉄鉄友会編[1957J に収録さ れた8 月数値よ り も よ り も小さ い。 各年度
の数値は年度末のものと思われる。
注記 3 .原資料中の 1946年の日本人数1， 000 名 につ いて は， 同年の遣送が9 月 に終了 し ， そ の後1947 年
春まで中断していたので， 1,600名 に訂正 し た。
注記 4 . 1949年の段階で も 日本人技術者100名が留用 さ れていた (1953年3 月 末帰国) 。 鞍山鋼鉄公司
はすでに彼等を正式の社員と認めず，人数に繰り込んでいなかった可能性がある。
資料.鞍山鋼鉄公司 [1949? J 138ペ ー ジ。
ものである。鞍山本社には14， 809人の日本人社員と 32， 900人の中国人社員そして49， 900人の社
員外常傭及び鉱夫が所属していた。留用者の数が1， 600名であ っ た と す る な ら ば， 製鉄所の 日
本人社員は九分弱 (8 . 8%)の割合で留め置かれたことになる O
日本人技術者数の大まかな推移については，第4表に見ることができる。同表は1934年以降
の鞍山鋼鉄公司の職工数の推移を示したものである。 1945年度の日本人職工数は第 3表(1945
年 8月)の社員数値に比べると若干大きいが(日本人16， 000人/ 14， 809人) ，これは戦争が終
結して以後，入隊応召者の一部が会社に戻り，人数が回復していたことを示すものと恩われる。
第4表の職工数には社員，社員外常傭，鉱夫のすべてが含まれている。表中には 1942-44年の





ば， 1944年7 月29 日 の第1 回 目 の米軍空襲に際 し て8 万人 も の中国人が鞍山市か ら脱出 し ， 以








①徴用基準: r志願に よ り 留用す る を原則 と す」。
②身分: r対外的に は留華服務志願， 対内的に は徴用 と称す」。
③職務: r技術工作を担当す る に止ま り ， 経理 ・ 廠長 ら の行政職務に任ぜ し む る こ と
を得ずJ。
④待遇: r中国同等職員の待遇 と 同様の給与を与え る こ と を原則 と す」。






その改善を勧告したO 15) こ れを受けて行政院秘書処は 日本人技術者の待遇引 き 上げを通達 し た

















東北からの日本人の遣送は， 1946 年4 月 に錦州地区か ら始ま っ た (高碕達之助 [1953J 295
ページ)。鞍山地区では留用者の選定と引き替えに，同年 6月から遣送が開始された。鞍山地
区(担当:安田一郎総務部庶務課長)は譲陽区(分慮主任坪川与吉)に所属した(満蒙同胞援
護会編[1 962J 297 ペ ー ジ ) 。 遣送活動は同年8-9 月 に ピ ー ク を迎え (同上， 671 ペ ー ジ ) ， 11 月
2 日 に は 「東北 日僑遣送事務指導要領J (1 946年 4 月 ) に も と づ く 当初の計画遣送が終了 し た 。
これにともなって 1947年 3月に東北日僑善後連絡総慮は縮小改組(主任平島敏夫)された。そ
の後，総処は 1947年 8月に発展的に解消し，新組織は 11月に東北日僑善後連絡所(処長園田一
房)として整備された(満蒙同胞援護会編 [1962J 299 ペ ー ジ ) 。
鞍山地区の遣送は，国府新六軍が鞍山を再占領した 1946年 6月 1日に始まった。国府軍は居
留民会の結成を命令し， 6 月2 日 ， 居留民会は遺送実施のた め に 日僑善後連絡処と 改称 し た 。
遣送の第一陣は病院列車と決定され，満洲製鉄鞍山病院で名簿作りが始まった(今野昭 [1995J
164 ペ ー ジ ) 0 6 月14 日 に は遣送開始の命令が出 さ れ， 6 月16 日 (第1 次遣送， 1, 298人) ， 7 月
10 日 (第2 次遣送， 58，916人) ， 9 月6 日 (第3次遣送， 798人) の3 度にわた っ て， 遣送が実施
された。遣送者が多かった第 2次遣送に際しては 1日 1列車， 3 千人の輸送が， 7 月28 日 ま で
続いたという(松本 [1996J 171 ペ ー ジ ， 満洲製鉄鉄友会編 [1957J 189ペ ー ジ ) 。
この時点すなわち「昭和21年度の一般遣送後，鞍山に残留した留用技術員(製鉄所関係約
1，600名) と そ の家族た ち は約6，500名J (満蒙同胞援護会編 [1962J 706ペ ー ジ) と な っ た。 い
わゆる「鞍山組」といわれる人たちである(向上， 284, 614ペ ー ジ) 。
その後の遣送は，製鉄所の復興と並行して進められた。この時期の資源委員会による鞍山鋼
鉄公司の復旧については別稿で詳述したが， 1946年6 月 か ら翌年5 月下旬にかけて は， 目標を
限定した第1次復工計画のレベルで復旧作業が順調に進んでいた(松本[1995e J 214 ペ ー ジ以
下)。和田書太郎はこの時期，すなわち 1947年春頃に国民党の接収部隊の買元亮(副主席? )
や古江茂橘理事，中谷光五郎部長とともに「撤去後の対策復旧等の計画を立てた」記憶がある










この時派遣された技師の多くは， 1948年2 月 の鞍山陥落時に八路軍に よ っ て 「捕獲」 さ れた。
資源委員会は 11946年から47年にかけて，全国の優秀な中国人技術者を選抜して鞍山鋼鉄公司
に投入した」が，これらの技術者は「中共管理後もそのまま留用されJ (内閣総理大臣官房調
査室監修 [1956 aJ 178-9 ペ ー ジ ) る こ と に な っ た のであ る (後述) 。
留用者の遣送は1947年春に始まった。 3月末，総処は遣送第1船の配船を行鞍に申請した。
南京国防部の承認 (5月 8日)によっていったんは 5月 20日からの遣送が計画されたが，米国
からの配船を確保できなかった国防部からの中止通達 (5月 30日)によって計画はとん挫した。




き， 1困難な折衝が繰 り 返さ れたJ (満洲製鉄鉄友会編 [1957J 86ペ ー ジ ) 。 日 本側 は 「復興の
責任は最後迄各職場とも日本人上級者が必ず果すからこれこれの人物は次期の遣送船で帰国す
ることを許可して呉れJ (向上)と嘆願を繰り返し，下級者を優先する人選が認められた。鞍
山を対象とした遣送船は大瑞丸 ( 7月 27日)，大久丸 ( 7月 30日)，栄豊丸 ( 8月 5日)の 3船で
あった。 1947年度前期の中では鞍山に対する配船が遅かったが(満蒙同胞援護会[1962J 582
3 ペ ー ジ ) ， そ の背景に は上記の製鉄所事情があ っ た も の と思われ る 。 一部の遣送 は秋にずれ
込み，最後の遣送隊は 10月 7日に鞍山を出発することになった。「留用者最後の遣送隊は鞍山
の情勢が愈々窮迫し掛けた頃の十月七日に鞍山駅を立った。遼陽太子河の大鉄橋は同列車の通
過後約十日して八路軍によって大破された J (満洲製鉄鉄友会編[1 957J 87 ペ ー ジ ) と い う 。
この時点で鞍山組は技術者 100名にまで縮小し，家族を加えた残留者の総計は 282名となった
(同上， 86 ペ ー ジ) 。
(4) 資源委員会 と 日本人技術者
資源委員会による復旧の試みと日本人技術者との関わりについては，ほとんど資料が残され
ていない。満洲製鉄の技術顧問梅根常三郎は，国民党資源委員会から提言を求められ， 1946 年
9 月5 日 に 『東北地域製織界 ノ 全貌」 を執筆 し た (同年12月5 日 に改訂。 以下， 梅根常三郎述









(松本[1995 eJ 214-5 ペ ー ジ) 。
資源委員会の復興計画を支えていたのは修復委員会であった。鞍山中学3年生の今野昭は，
鳩小屋学校へは登校せず，先輩と共に設立されたばかりの鞍山鋼鉄有限公司へ赴いて，この修























E 八路軍占領期 (第⑦期， 第⑨期)














40, 50人であ っ たJ (王之璽「憶鞍鋼生産的恢復J 1984年4 月 ， 武衡主編 口986J 415ペ ー ジ )
と回顧した。王之璽の回顧に出てくる労働者，職員の人数は前掲第4表のそれと一致している
が，関内へ退避した中国人技術者，日本人技術者の数については若干過大に思われるOこの点








る者に対して旅行証を発行し，自由に鞍山を立ち去らせた(孫越崎[1980 J 165 ペ ー ジ ) 0 600
人近くもいた中国人技術者(技術人員，管理人員)の中から陥落直後に 200人強の離鞍者が出
た可能性は十分にある(第 2表)。ちなみに 1953年上半期の段階では，彼らの人数は約 100人と
なっていた(内閣総理大臣官房調査室監修[1 956 aJ 178-9 ペ ー ジ ) 。
一方，日本人技術者のこの時期の脱出については，管見の限り，資料がなにも残されていな





八路軍の鞍山に対する対応は(i)1948年 2月，.... 1 948年11月(安東への連行)， (ii)l948年11月 ~





同舟，等しく八路軍の虜人となったJ (満洲製鉄鉄友会編 [1 957 J 89ペ ー ジ ) 0 1948年2 月 時点
で、八路軍最高司令部に勤務していた日本人高級鉱山技術師2名の証言によれば， r鞍山占領中共
軍司令官からの報告電文の中に，日本人高級技術者100名を無事に捕獲した」との付加文があ
り， r彼等二人の観察では其の電文を受け取 っ た時の中共最高幹部一同の表情は鞍山市の 占領
よりは，寧ろ日本人技術団を無事に捕獲したことにより大きな歓びと満足とを感じたもののよ
うであった……。彼等が其の戦勝報を受取るや陣中にわかに活気付き宴を張り盃を挙げて万歳








全解放，為安起見，市委決定将凡位専家400多名工程技術人員転移到安東(今丹東) J (99 ペ ー
ジ)と述べているO記述された技術者の連行数は，注記 (20)で触れたように，若干過大に思
われるが，八路軍が国民党から技術者たちを守ろうと腐心していた状況は，この資料からも読
みとれる o 1948年5 月 に国府軍が鞍山を一時的に 占領 し た と い う 伝聞が正確だ と すれば (本稿
はじめに参照)，慎重を期した八路軍の対応は実を結んだことになるO
移動は国民党の日を避けて，夜間に，山中を縫うようにして実行された 0948年 3月 8日，
満洲製鉄鉄友会編[1957J 93ペ ー ジ ) 。 連行さ れた鞍山 日本人技術者 (鞍山組) は約100人 (含
家族約280人)であった。小池元二は安東での生活を回顧して「別に仕事はないが月々若干の
手当を貰って居った。………時々共産教育を受けた。外見的には呑気の様に見えたが，精神的









[1986J415 ペ ー ジ ) 。
連れ出された日本人，中国人の技術者たちは，藩陽の国府軍が投降し，鞍山鋼鉄公司の復興
が決定された 11月中旬に鞍山へ戻された(満洲製鉄鉄友会編 [1957J 92-94 ペ ー ジ ， 満蒙同胞






賛沢な生活であったと言えるかも知れぬJ (満洲製鉄鉄友会編[1957J 93ペ ー ジ ) と語 っ たO
安東から鞍山へ連れ戻された鞍山組に対しては，盛大な歓迎の式典が準備された。「会場に
は万国旗が掲げられ， r 日本人工程師の帰鞍を歓迎す る J r 日本人工程師に学べ』 等の ス ロ ー ガ
ンが大きく張り出され，盛大な歓迎振りであった。……留用日本人の給料は，日本人側の希望
通りに従来のほぼ倍額に相当する額に決定され，待遇上特に不満とするところはなかった」
(内閣総理大臣官房調査室監修[1956 aJ 179ペ ー ジ ， 下線は松本) と し寸 。
1949年の元旦に は鞍山市長が 「家族を含めて留用者全員を市政府主催の豪華な宴席に招待 し，
同夜日本人幹部の数名は，とくに駐屯司令官の招宴に列席するよう懇請された。また同年五月
の端午の節句や中秋節にも留用者全員が招待されたうえ贈物を与えられ，そのほか家族懇談会
や観劇への招待もしばしばあったJ (満洲製鉄鉄友会編 [1957J 96ペ ー ジ ， 満蒙同胞援護会編
[1962J710ペ ー ジ ) 。 鞍山組が居住 し てい た社宅へは 「水道， 電気の供給が取 り 急 い で な さ れ
た。瓦斯は骸炭工場の作業開始と共に二四年(1949年，松本)の六月頃から社宅へ送られた」
(満洲製鉄鉄友会編 [1957J 95ペ ー ジ ) 0 rそ の優遇尊重の仕方は国府時代 と は雲泥の差があ っ
たJ (満蒙同胞援護会編[1962J 710ペ ー ジ) のであ る 。
安東を体験した鞍山組の帰還者は八路軍による待遇の破格振りを「各方面の情報を総合し判
断して見たが中共に残留した日本人のなかで団体として鞍山組程厚遇を受けた団体はなかった















作業意慾は驚くばかりであったJ (満蒙同胞援護会[1962J 710ペ ー ジ) と賞賛 し た 。 「彼等の
生産技術追求に対する熱心振りは一寸形容し難 ~ )o文字通り寝食を忘れての精進」ぷり(満洲
















1949 年7 月 に は製鉄所の復興を記念す る祝賀会 (開工典礼) が開催さ れた が(7 月9 日 ， 鞍
山市人民政府地方志塀公室編 [1993J 796 ペ ー ジ ) ， 日本人技術者た ち は一人づ、つ壇上に招かれ
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て胸の上に大きな花を授けられ，その功績を讃えられた(藤原貢 [1980J 7 ペ ー ジ ) 。
もっとも日本人技術者のイニシャが発揮されたこうしたケースとは対照的に，日本人技術者
と中国側との間で激しく意見が対立し，中国側が単独で生産の復興に成功したこともあった。













[1962J 710 ペ ー ジ ， 満洲製鉄鉄友会編[1957J 95 ペ ー ジ を も参照) と い う 。
こうした取組みが実を結び，復旧された設備では戦前の実績を上回る操業が再開された。
「学習運動の盛んなことに併行して，工場生産も質量ともに日に見えて顕著な向上を示した」
(満蒙同胞援護会 [1962J 710 ペ ー ジ ) 。 鞍山鋼鉄公司は 「各生産現場の能率の顕著であ っ た理
由はあるが，質も量も日本時代に比べてよりよき好成績を示した処が多かった J (満洲製鉄鉄




の報告によれば，同委員会が派遣した鞍鋼基本建設視察小組は， 1950 年7 月 に製鉄所資料の収
集整理に着手した。同小組は， 1951 年8 月 に一応の ま と めを行 う と ， 1951 年11 月 か ら1952 年11
月にかけて，ソ連人技術者の外，技術人員 (266人)，技術工 (310人)，普通工 ( 580人)を動
員し，公司外からも 130人ほどの鉄鋼専門家を招へいして，本格的な復興計画を準備しはじめ
た(中央財政委員会 [1952J 791 ペ ー ジ ) 。 東北工業部 「関子基本建設情形的報告J (1 952年11
月 11日)には，鞍山では「従一九五一年下半年，特別是一九五二年開始，情況己顕著的起了変
化J (中国社会科学院中央柏案館編口 989J 991 ペ ー ジ以下) と の記述があ る 。
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鞍山日本人鉄鋼技術者たちの留用問題(松本)
1951年末， 鞍山鋼鉄公司は 日本人技術者に命 じ て 「技術操作規定」 を作成さ せた (内閣総理






臣官房調査室監修 [1956 aJ 180ペ ー ジ ) と い う 。









擢していく，という二つのコースでなされていた(内閣総理大臣官房調査室監修 [1956 aJ 180
1 ペ ー ジ) 。 し か し ， こ う し た制度は， 1950 年代初頭にお いて は， い ま だ幹部を送 り 出す段階
に到達していなかった。また，八路軍は「鞍山鋼鉄公司の操業再開後，関内から若い学校を出
たばかり技術員候補者と見られる人々を若干投入した Oしかし，その数は極めて少いものであっ
たJ (内閣総理大臣官房調査室監修 [1956 aJ 178-9 ペ ー ジ) と い う 。11953 年上半期末当時 ま
での実状においては，鞍山鋼鉄公司の中国人技術者の問題は主として養成訓練の段階にあった」










なったJ (内閣総理大臣官房調査室監修[1956 aJ 179ペ ー ジ ) のであ る 。 「昭和26年 (1951年，
松本)の秋ころまでには，もちろん現場によって多少の差はあったが，すでに日本人は一応不





95ペ ー ジ ) る よ う に な っ てい っ た。 鞍山組の帰還者は， こ の時の中国側の対応の変化につ いて
「其の原因は中共人が製鉄所管理に就て十分なる自信を持ったと感じたからであろう。又其頃
には『ソ連人の技術団が大挙して来鞍し日本人にとって代わる』との風説がしきりに流布され
たJ (満洲製鉄鉄友会編口957J， 95ペ ー ジ ) と 回想 し た。
八路軍の対応のもっとも大きな変化は，留用者に対する思想教育の強制であった。中国側は，
当初，技術協力の見返りに思想教育の免除を約束した。しかし，協力を開始した 2ヶ月後の
1949年1 月 に は最初の 「学習」 が提起さ れた (内閣総理大臣官房調査室監修 [1956aJ 179 ペ ー
ジ)。この時，日本側は一致してこれを拒絶することに成功した。ちなみに鞍山鋼鉄公司が一
般中国人従業員に共産主義教育を強制施行したのは， 1949年3 月1 日 か ら であ っ た (満洲製鉄
鉄友会編口957J 98ペ ー ジ ， 満蒙同胞援護会 [1962J 710ペ ー ジ ) 。
しかし， 11950年3 月 末頃か ら鞍山地区に 日本人政治工作員が入 り 込ん で ， 以来執劫に学習
開始工作を展開し， 51年初頭以後鞍山鋼鉄公司の留用日本人も「学習」に参加することになっ
たJ (内閣総理大臣官房調査室監修[l956 a J 179 ペ ー ジ 。 下線 は松本) 。 満洲製鉄鉄友会編
[1957J に は， こ う し た変化に対す る鞍山組の不満が 「其後の余 り に も急変 し た 自 分 に対す る
中共人の冷かな態度には痛に触ったJ (98ペ ー ジ) と語 ら れて い る 。
鞍山組の帰国は， 1953年に な っ て突然に実現す る こ と に な っ た。 日本人技術者た ち は 「二七
(1952)年十一月末頃迄は『日本への帰国は絶望かも知れぬ』と思われる程の現地情勢であっ
















































末のことであった(満洲製鉄鉄友会編[1957J 111 ペ ー ジ) 。 鞍山組の結成か ら 6 年10 ヶ 月 ， 日
本の敗戦からはすでに 7年 7ヶ月が経過していた。鞍山組が最終的に帰国を許された1953年は，
鞍山の製鉄設備が製鋼，圧延部門を中心にほぼ戦前の水準にまで生産を回復し，ソヴィエトか





1) r1946 年4 月 至1948 年11 月3 日 ， 国民党軍三進鞍山J (劉景玉・智喜君主編 [1994J 108 ペ ー ジ ， 下
線は松本)。この点について中華人民共和国国史全鑑編輯委員会編 [1996Jには「解放戦争時期，鞍
山連続遭受国民党軍隊 7次洗劫 J (1 02 1 ペ ー ジ 。 下線は松本) と の記述があ る 。 r 7 次」 は r 3 次」 の
誤植と思われるが，あるいは 1948年秋期のシーソ一戦争における攻防等を回数に加えているのかもし
れない。
2) 戦前に鞍山市公署が造成 し た人造湖公園 「睦ケ池公園」 は 「二 一九公園」 に， 鞍山駅か ら 中央広場
を突き抜けて南北に走るメイン・ストリート「大正通り」は「二一九路 J (r 人民解放路J ) と 命名 さ
れている(日隈敏「鞍山市中心街図 J 1979 年4 月1 日 ， r鞍山市工商貿導覧図'93J n.dJ 。
3) イ ヴ ァ ノ フ少佐以下20 名の進駐は8 月23 日 であ っ た と す る資料 も あ る (満蒙同胞援護会[1962J 913
ページ，鞍山会編[1 969J 181 ペ ー ジ ) 。
4) 元総務部庶務課長安田一郎は 日記の中で， 9 月21 日 に撤去本部が設置さ れ， 矢野耕治常務理事 (生
産総局長)が本部長に就任したと記している(満洲製鉄鉄友会編口 957J 182 ペ ー ジ ) 。 撤去本部は明
らかに撤去作業局を指したものだが，一時的に矢野耕治が責任者になっていたのであろうか?以下，
役職については付表 1 a ,b を参照。
5) 多田徳次に よれば， 工程会議に は採鉱所の関係者は出席 し なか っ た (松本宛96年9 月5 日付私信) 。
6) 満洲製鉄鉄友会の幹事役政川友治に よれば， 中村巌， 沖原光彦， 山田敏郎の3 名 はいずれ も1944年
の段階で東京事務所に所属していたが， 1945年8 月 の時点では家族を 日本に残 し て鞍山本社に勤務 し
ていた。また 3名の日本に向けた脱出には田中恭常務理事が同行していたという(政川の松本宛1996
年 7月 ( 5日? )付私信)。
なお 3名の肩書きについては資料中に混乱があるが，これについては末尾の[参考文献]ならびに
付表 1 a ,b を参照。
~266~
鞍山日本人鉄鋼技術者たちの留用問題(松本)
7) 1945 年当時， 満洲国は 日本標準時を採用 してい たが， 鞍山 (東経122 度50 分) の 日 出入時は奉天
(東経 123度 24分)のそれに近かった(岩崎茂の松本宛 1996年 9月 18日付私信)。ちなみに撤去作業が
進行していた時期の奉天の日出入時は，日本時間で 9月 24日は 6時 34分， 18 時16 分， 12 月8 日 は8 時
O 分， 17 時15 分であ っ た (金丸精哉 『満洲歳時記J 1943 年， 博文館， 411 ペ ー ジ ) 。 標準時の問題に つ
いては，岩崎茂に注意を喚起された。
8) 選鉱工場担当の前山米吉第一製銑課長は ノ ルマ報告の会合の席か ら連行さ れ， 撤去作業の終了 日 ま
で消息を絶った。前山は実際には迎賓館に隔離され，休養をとらされていた。選鉱工場長岩川完もソ
連軍に拘束され，一時消息を絶つことがあった(岩崎口 982J 46 ペ ー ジ ， 古賀[1979J ペ ー ジ ， 多国
徳次の松本宛 9月 6日付私信)。
9) 東北行営は1946 年8 月 に東北行鞍 ( こ う え ん ) に 改称 さ れ ， 1948 年6 月 に廃止 さ れ た (越雲鵬
[1996J95ペ ー ジ ) 。 し か し 行醸の名称は1946年8 月以前の資料上に も散見さ れ る 。
10) 鞍山市長は1945年8 月以来， め ま ぐ る し く 交替 し た。 鞍山市人民政府地方志耕公室編[1993J に よ
れば，叢振東は1945年10月上旬に市長となった。八路軍は10月 21日に鞍山へ入城し，市政を掌握した
(松本 [1995 eJ) 。 叢は中共山東分局穆東区党委に よ っ て派遣さ れ， 市長 と な っ た が，11月 上旬 に 中
共中央東北局が陳阻費を市長として派遣した際に職を離れ， 11月中旬に同局によって鞍山市委員会書
記へ任命されたOちなみに糞熱遼第16軍分区第56団の政治委員であった李躍歪は， 9 月23 日 ， 同団 に
よって鞍山人民保安第一旅の指揮者として鞍山に派遣され， 11月上旬，陳阻費市長を補佐する副市長
となった (792ページ)。
11) 岸本綾夫理事長の逮捕と消息途絶の経緯につ いて は， 関係者か ら の証言を集めた矢野耕治編 「岸本
理事長の追憶J (満洲製鉄鉄友会編[1972J 121ペ ー ジ以下) と それを補足 し た 「相沢勝司よ り 吉沢栄
ーへの手紙J (岩崎・松本 [1988J 107ペ ー ジ以下) に詳 し し 1 。
12) 1東北行韓経済委員曾留用 日籍技術員工管理慮組織規定J (r 東北行鞍経済委員曾留用 日籍技術員工
管理慮」民国 35年 8月 ~36年 2月， 18-22 , 47-(6)) ， 中央研究院近代史研究所， 台北， 所蔵。
13) 1為奉交活副長官漢傑視察東北意見及封策開曾討論由0 ・ … ・ ・第一点 (マ マ) 在己経接収之廠噴中凡
可以復工或局部復工者臆柾速復工伸容納一部分之失業工人。至於招標民営一層，目前東北情勢正在動
蕩之中，資本家是否敢於投資以有疑問。第二駐在本園技術人員感費不足時，侭量留用日籍技術人員亦
有需要 Jo 1各地工廠受 ソ連及匪軍先後掠奪擢投技工人員星散此後臆垂量羅致中 日籍工人捧其軽易者選
鉱復工以利生産即可減少匪之産生。惟臆送請陸軍総部核准 J (軍令部「奉派出席曾議報告表 J民国 35
年 5月 17日， r軍方視察調査東北報告J 18-22 , 35-(4) ， 中央研究院近代史研究所， 台北， 所蔵) 。 な
お，核准ニ調査の上，許可すること。下線は松本による。
14) 資源委員会 口947 aJ (3 月刊) に は鞍山耕事処が留用 日本人511 人を選定 し た と の指摘があ る が，
この人数は 1946年 6月からの帰還によって技術者の数が減っていた 1946年秋期の人数を指しているも
のと思われる。当初の留用者数は，本文中で記したように， 1, 600人であ っ た。
15) 1関於人才方面日人歴来経営東北工噴業事業口用我園技員不多 目前工作進行多頼 日本技師技工之協
助停戦後日籍員工待遇極薄因之思口者衆我園鉱業人材映乏異常故対口口之日本技師技士何嘗設法留用
同時対日人待遇無時設法提高井迄 J (I 抄附件資源委員会議呈」 民国35年10月4 日園字第1001 披， r資
委曾銭主任委員視察東北工鍍情況(有関提高留用日籍技術人員待遇 )J民国 36年 1月， 18-22 , 35-(6),
中央研究院近代史研究所，台北，所蔵)。下線は松本による。





(r資委曾銭主任委員視察東北工鎮情況 (有関提高留用 日籍技術人員待遇) J 民国36年 1 月 ， 18-22,
35-(6)， 中央研究院近代史研究所， 台北， 所蔵) と の記述があ る 。 下線は松本に よ る 。
17) 国民党が 日本人技術者の待遇を顧みなか っ たわ けではな い。 た と えば技術部検定課長阿部徹の病死
に際して，資源委員会は撫曲活動を行った(鞍山鋼鉄有限公司総経理部逸周「呈請核護阿部徹喪葬及
撫姐金由J民国36年 7月 1日，鞍山鋼鉄公司『撫姐案J 24-13-11, 1-(2)， 中央研究院近代史研究所，








底しており，一様に日本人を大事に扱ったJ (710ペ ー ジ) と の記述をみ る こ と も で き る 。
18) 1擬調丁振岩越雨松高藤等三員赴任鞍山工作電請J (1947 年2 月20 日 ， r鞍山鋼鉄公司 : 人事調用案，
任用案」民国 35 - 37年， 24-13-11, 2-(1)，中央研究院近代史，台北，所蔵)， 1擬調毛鶴年赴鞍山工
作電請核示由 J (1 947年 2月 13日，同上所収入「為調用張逢鰹電請核備由 J (1 947年 2月 26日，同上所
収) 1為請函知見明中央機器廠耕理黄之材調来手績由J (1 947年 3月 8日，同上所収) 1為擬調粛振庸
乙員赴鞍工作電請核備由 J (1 947年 4月 12日，同上所収入「擬調丁樹聾電請核備由 J (1 947年 4月 18日，
向上所収)等による。
19) 1関於鞍山鋼錨公司送電告急必需即行緊縮改為保管凡後方調用人員由本曾偉量設法撤平後分別調派
其他鋼錨事業車位工作並按照鋼管曾現有財力口訂緊急措施耕法簸請 J (呉皐蘭「簸呈 J 1948 年2 月3
日， r鞍山鋼織有限公司 業務J 24-13-1 1， 中央研究院近代史研究所， 台北， 所蔵) 。 作成 さ れた
「鞍山鋼錨公司緊縮(1)調用 (2)遣散及 (3)留用保管人員所需費用佑計表」は，すべて無為に終わった。
20) 1為保和妥善安置鞍鋼的工程技術人員， 専員兼鞍山市市長劉雲鶴還看望， 慰問， 鼓励工程技術人員
留下来，為重建鞍鋼倣貢献 J (鞍山市人民政府地方志塀公室編 [1993J 9 ペ ー ジ ) 。 な お ， 同書 に は
「当時在他例中有国民政府派来接収鞍鋼的 200多人。日籍人員 200多人 J (同上)との記述があるが，日
本人の人数は 100名位であった。下線は松本による。
21) 松本俊郎[196J では こ の安東への移動を誤 っ て1946 年3 月8 日 に編入 し た (168 ペ ー ジ ) 。 こ こ で
これを 1948年 3月 8日に訂正する。
2) 馬賓 「那時， 我被派到鞍鋼倣領導工作， 与其説是領導， 不如説是求道 ・ 与其説是工作， 不如説是学
習。向書本学，向工人学，向工程技術人員学。記得王鶴寿同志組織我緋班学習，可誠真哩!干部都
参加了，拝技術人員為師。当時我例都是三十歳左右的干部，和科技知識上，没有本線，所以十分虚心，
雄然従基礎知識学起，但口頭彼足。早五点鐘就起来学，晩上還進夜校 J (I 一段回学習技術的憶J 1984
年 6月，武衡主編口 986J 406 ペ ー ジ ) 。
23) 1党給鞍鋼派来了各級領導部干部0 ・ ・ ・ ・ ・ ・他何… ・ 一対技術人員平易可親， 真誠相待。 其令人敬服的是，
他例能知飢以渇地向老工人和技術人員求教他例原来不憧的東西 J (部象華 [1986J 421 ペ ー ジ) 。
24) コ ー ク ス炉の修復につ いては， 先述の鞍山鋼鉄有限公司技術処長王之璽が， 別内容の回想文を残 し
ている。王之璽はオッ卜一社のマロニーなるドイツ人煉瓦工がコークス炉の修復に大きく貢献したと
賞賛した。しかし，王之璽は小池元二の活躍については何も触れていない (I当時，一小叫量諾爾的




(松本[1995dJ 66ペ ー ジ ) 。 し たが っ て， 王之璽と小池元二の回想、は対立する も のではな い 。 二人の
置かれた立場の違いが，印象に残った修復作業の違いに反映されたものと思われる。
25) 部象華 [1986J 421 ペ ー ジ 。 こ の時の 「 日籍技術人員 (原製鋼課長)J の氏名 は，IXXXXJ と 伏
せ字になっている。元第1製鋼課長草野克己か元第 2製鋼課長数納勲郎であったと思われる(付表 1 a
b参照) 。









強大的鋼鎖基地己経建設起来了」(李偉「祖園五年建設計劃第一年的基本建設J， r経済年報 1954J 経




が易しいことがあろうか? ......20年か ら25年の時間が必要であ る 。 さ も な ければ， こ の工場は， た だ
高梁を植えることができるだけである J (I原昭和製鋼所常務理事， 日本鋼鉄権威瀬尾回 日本之前曾経
断言:鞍鋼“要想恢復談何容易?……? (需要) 20至25年的時間， 否則這片工廠只能種高梁了" J29
2ペ ー ジ ) 。 瀬尾喜代三の言葉は， 李偉論文の中で紹介さ れた 「捨てぜ り ふJ と は刺々 し さ の有無と い
う点で大分ニュアンスが違っている。しかし，高梁の植え付けをたとえに使った見通しの暗さという
点で両者はうりふたつである。
1950 年代前半の新生中国は， 内外に緊迫 し た情勢を抱えていた。 日本人技術者が言い残 し た と さ れ
る挑発的な発言は，瀬尾の言葉が誇張され，社会主義中国の国家建設の進展を讃えるために，中国共
産党によって利用されていたのではないだろうか。
26) 鞍山の軍関係者につ いて言えば， こ う し た表現は適当ではな し 、 。 鞍山航空隊司令官今川一策少将 ，
鞍山警備司令官上田利三郎陸軍大佐の戦後の動きについては，松本俊郎[1 996J，満洲製鉄鉄友会編
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|生産総局I 原料局 ~採鉱部 1 山口清治 事務課 素谷篤郎
矢野耕治秋田豊作 部長 鉱務課 田中茂
総局長 局長 機械課 前田仲重
大弧山採鉱所石橋良造
桜桃園採鉱所岩本春重
弓長嶺採鉱所白石猛夫 第 1 採鉱課 清水文人











|資源部 |福久茂 原料課 沖原光彦
部長 調査課 つ
開発課 佐々木権吉
|運輸部 |野田勘次 計画課 国安寛
部長 第 l 輸送課 伊藤秀雄





~作業局~銑鉄部 |西一幸 事務課 林田進
瀬尾喜代三 部長 第 l 製銑課 前山米吉





|製鋼部 |野口茂正 事務課 曽谷総一
部長 第 1 製鋼課 草野克治
第 2 製鋼課 数納勲郎
第 l 圧延課 山田静雄
第 2 圧延課 中田亨ー




|化工部 |大野二夫 事務課 中山智
部長 第 1 化工課 永石六雄
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~工作局~工作部 |時枝又衛 事務課 牟田正孝






























































注記 2 .付表 l aは 1945年 8月 15日時点，付表 l bは1945年の職制改正 (7月か? )以前のものである。
注記 3 .各採鉱所は1944年から鉱業所と改称されたが(岩崎茂・松本勇口988J 48ペ ー ジ )，ここでは採
鉱所の名称を使用した。
注記 4 .勤労部の第1勤労課は日本人，第 2勤労課は中国人を管轄した。
注記 5 .製鉄学院高等科(元技術員養成所)は旧中卒者以上を，同普通科(元実科教習所)は旧国民学校
卒業者を対象とした。
資料.付表 l aは鉄鉄友会編 [1971 J 44ペ ー ジ以下， 付表lb は鞍山鋼鉄公司[1949?J39ペ ー ジ以下
による。岩崎茂の松本宛私信 (1996年 9月 18日付， 10月7 日付) ， 酒井久雄の松本宛私信(1996年
9 月18 日付) ， 古賀精華の松本宛私信 (1996年9 月17 日付) ， 和田喜太郎談 (1996年9 月26 日 ) に よ
り訂正，加筆を行った。
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付表 1 b 満洲製鉄職制表 0945年 7月職制改革以前)


























|総務部 |中村巌 庶務課 安田一郎
部長 文書課 古賀松二
人事課 鈴木正之




































































人 文 チAミん 報
第 1 輸送課 伊藤秀雄







~作業局 ~銑鉄部 I 西一幸 事務課 林田進
瀬尾喜代三 部長 第 1 製銑課 原田静夫
局長 浜田武士 第 2 製銑課 菊池敏治
次長 整備課 前山米吉




|製鋼部 |野口茂正 事務課 曽谷総一
部長 第 1 製鋼課 草野克治
第 2 製鋼課 数納勲郎
第 1 圧延課 山田静雄
第 2 圧延課 中田亮一




|化工部 1 大野二夫 事務課 中山智
部長 第 1 化工課 永石六雄




~工作局 ~工作部 1 時枝又衛 事務課 牟田正孝




























































































|技術総局| |技術部 l 垣内富士雄 調査課 つ
浅輪三郎 部長 第 1 技術課 つ
総局長 第 2 技術課 つ
|検定部 i 安部徹 検定課 つ
部長 試料課 つ






協理 斬樹梁 部象華 李松堂
楊樹裳 [毛鶴年] [王之璽]





































煉鉄廠 楊振古 煉鉄組 申伯賢(負債人)
廠長 選積組 白蔭章(負債人)




鋼管鋼線廠 つ 処長 鋼管廠 楊維厚(主任)
鋼縄廠 張侃瑛(主任)
線品廠 つ
車L鋼廠 李松堂 初車L廠 丁振岩(負債)
兼廠長 中型車L鋼廠 高橡(負債)
鋼材廠 つ
電力廠 唐思厚 発電組 唐恩、厚(負債人)
(動力所) 暫代廠長・副廠長水道組 つ
媒気輸送組 鄭経倫(負債人)
鋳造廠 楊樹業 第 1廠 謝国棟(代理主任)
兼廠長 第 2廠 何萌春(主任)
第 3廠 院智成(代理主任)
(包括中板廠)
修造廠 つ 処長 機器修造廠 彰栄桂(廠長)
電工修造廠 孫照森(廠長)







































注記 2 .下線部は鞍山鋼鉄公司 [1949 ? J， [J 内 は解 ・ 張編[1984J に よ っ て補充 し た。
注記 3 .員王子弟学校と日籍技術員工子弟学校の関係については確認していない。両者が同一であったと
すれば，校長は日本人青木昌であった。
資料.資源委員会口947aJ 19ペ ー ジ (1947年3 月現在) ， 鞍山鋼鉄公司[1949?J 37ペ ー ジ以下 (1947年3
月現在? )，解・張編 [1984J (1946年10月 1日現在)。
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